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製品一覧

製品名 荷　　姿（kg） 色（外観） 種類・成分 用途・特長
消防法関係

危険物区分 水溶性 危険等級 液比重

下地調整材
ASベース （1成分） 20 — — — 特殊アスファルト系 有機溶剤タイプ下地調整材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.64

MDベース 原液 18 — — — ポリマーセメント系 下地調整材 非危険物 — — 1.00
混和材 7×2袋 — — — 非危険物 — — 2.00

FCベース
主剤 1 — — —

水性エポキシ樹脂系 エマルジョンタイプ下地調整材　速硬型
4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10

硬化剤 3 — — — 非危険物 — — 1.02
粉体 15 — — — 非危険物 — — 2.60

保護仕上材

TJフッ素 
主　剤 2 ― ― 標準色58ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.02
硬化剤 6 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

TJフッ素サーモ 
主　剤 2 ― ― 標準色58ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.02
硬化剤 6 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

TSトップ 
主　剤 6 ― ― 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TSトップ半艶 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TSサーモ 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJトップ 
主　剤 6 ― ― 標準色58ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJトップ半艶 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJサーモ 
主　剤 6 ― ― 標準色59ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

サラセーヌTフッ素 主　剤 2 — — 標準色60ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 6 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

サラセーヌTフッ素サーモ 主　剤 2 — — 標準色60ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 6 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.30

サラセーヌT 主　剤 6 2 — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 標準保護仕上材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 9 3 — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.20

サラセーヌT半艶 主　剤 6 — — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.94
硬化剤 9 — — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.13

サラセーヌTサーモ 主　剤 6 — — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.92
硬化剤 9 — — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.20

サラセーヌTフッ素水性 
主　剤 1 — — 標準色62ページ参照 水性フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型 4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.18

サラセーヌTフッ素水性サーモ 
主　剤 1 — — 標準色（遮熱）�

62ページ参照 水性フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.06

TWトップ 
主　剤 1 — — 標準色62ページ参照 水性アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.09
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.14

TWサーモ 
主　剤 1 — — 標準色（遮熱）�

62ページ参照 水性アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.09
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.14

FSトップ （1成分） 20 — — グレー・グリーン 歩行用砂入りエチレン酢酸ビニル樹脂系 旧JIS A 1312「屋根の防火試験方法」合格（旧サラセーヌT難燃）（PJ層間プライマー必須） 非危険物 — — 1.50
チップ＃20 （1成分） 0.3×4袋 — — （灰色粉体） 無機系バルーン 粗面仕上げ用添加剤 —
通気緩衝AV工法

サラセーヌAVボンド 主　剤 8 — — （グレー系） ウレタン系 AVシート張付け用接着材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.98
硬化剤 8 — — 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.76

サラセーヌAVシート 幅1m×長さ20m — ポリエステル不織布 有孔通気緩衝シート

—サラセーヌAVシートブルー 幅1m×長さ40m — ポリエステル不織布 有孔通気緩衝シート
スリットテープ 

（サラセーヌAVスリット） 幅50mm×長さ100m — 自着層付きポリエステル不織布／�
ポリエチレンテープ AVシート突合せ部処理用　100mm間隔に切り目あり

通気緩衝QV工法
QVシート 幅1.04m×長さ15m （グリーン系） 改質アスファルト／ポリエステルフィルム 無孔通気緩衝シート　自着層付き

—ジョイントテープ
（QVテープ） 幅100mm×長さ50m×4巻 — ガラス繊維織布／ポリエステルフィルム QVシートジョイント処理用テープ

ウィルサインシステム

ウィルサイン用ベース 
主　剤 2 WSグリーン�

（日塗工：49-40T近似） 弱溶剤アクリルシリコーン系 ウィルサイン用ベース材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 3 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

ウィルサイン用クリアコート 
主　剤 2 クリア半艶 弱溶剤アクリルシリコーン系 ウィルサイン用クリアコート材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.98
硬化剤 3 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.00

ウィルサインフィルム フィルムカット品　箱入り 標準色：イエロー�
（日塗工：19-75X近似）

広角反射フィルム�
（フッ素フィルム、粘着材、離形紙） ウィルサイン用フィルム材 —

弾性Uマットシリーズ
Uドレンタテ75 2個 — — 弾性マット付　75mm径タテ用　改修用成形ドレン

—Uドレンタテ100 2個 — — 弾性マット付　100mm径タテ用　改修用成形ドレン
Uドレンヨコ75 2個 — — 弾性マット付　75mm径ヨコ用　改修用成形ドレン
Uドレンヨコ100 2個 — — 弾性マット付　100mm径ヨコ用　改修用成形ドレン
Uマットボンド （1成分） 5 — — （灰褐色） エポキシ変成ウレタン樹脂系 Uドレン用接着材 2類引火性固体 — Ⅲ 1.35
架台マットU-10 （厚み1mm×幅500mm×長さ10m）×1巻/箱 （グレー系） 自着層付き弾性マット 架台の下敷き用 —架台マットU-20 （厚み2mm×幅490mm×長さ10m）×1巻/箱 （グレー系） 自着層付き弾性マット 架台の下敷き用
水切りテープ
AG水切りテープ 幅50mm×長さ50m×4巻 ガラス繊維織布／ポリエステルフィルム パラペットアゴ用水切りテープ —

がついている製品は、シックハウス症候群対策として、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの4VOCを含まない環境対応材料です。（副資材は対象となりません）
がついている製品は、特化則非該当製品です。（副資材は対象となりません）
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製品一覧

製品名 荷　　姿（kg） 色（外観） 種類・成分 用途・特長
消防法関係

危険物区分 水溶性 危険等級 液比重

下地調整材
ASベース （1成分） 20 — — — 特殊アスファルト系 有機溶剤タイプ下地調整材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.64

MDベース 原液 18 — — — ポリマーセメント系 下地調整材 非危険物 — — 1.00
混和材 7×2袋 — — — 非危険物 — — 2.00

FCベース
主剤 1 — — —

水性エポキシ樹脂系 エマルジョンタイプ下地調整材　速硬型
4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10

硬化剤 3 — — — 非危険物 — — 1.02
粉体 15 — — — 非危険物 — — 2.60

保護仕上材

TJフッ素 
主　剤 2 ― ― 標準色58ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.02
硬化剤 6 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

TJフッ素サーモ 
主　剤 2 ― ― 標準色58ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.02
硬化剤 6 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

TSトップ 
主　剤 6 ― ― 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TSトップ半艶 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TSサーモ 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルシリコーン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJトップ 
主　剤 6 ― ― 標準色58ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJトップ半艶 
主剤 6 — — 標準色58ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

TJサーモ 
主　剤 6 ― ― 標準色59ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 9 ― ― 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.16

サラセーヌTフッ素 主　剤 2 — — 標準色60ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 6 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

サラセーヌTフッ素サーモ 主　剤 2 — — 標準色60ページ参照 フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 6 — — 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.30

サラセーヌT 主　剤 6 2 — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 標準保護仕上材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.93
硬化剤 9 3 — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.20

サラセーヌT半艶 主　剤 6 — — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　艶消し仕上げ 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.94
硬化剤 9 — — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.13

サラセーヌTサーモ 主　剤 6 — — 標準色60ページ参照 アクリルウレタン系 保護仕上材　遮熱用 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.92
硬化剤 9 — — 4類1石 非水溶性 Ⅱ 1.20

サラセーヌTフッ素水性 
主　剤 1 — — 標準色62ページ参照 水性フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型 4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.18

サラセーヌTフッ素水性サーモ 
主　剤 1 — — 標準色（遮熱）�

62ページ参照 水性フッ素樹脂系 超耐候性保護仕上材　環境対応型　遮熱用 4類3石 非水溶性 Ⅲ 1.10
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.06

TWトップ 
主　剤 1 — — 標準色62ページ参照 水性アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.09
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.14

TWサーモ 
主　剤 1 — — 標準色（遮熱）�

62ページ参照 水性アクリルウレタン系 保護仕上材　環境対応型　遮熱用 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.09
硬化剤 10 — — 非危険物 — — 1.14

FSトップ （1成分） 20 — — グレー・グリーン 歩行用砂入りエチレン酢酸ビニル樹脂系 旧JIS A 1312「屋根の防火試験方法」合格（旧サラセーヌT難燃）（PJ層間プライマー必須） 非危険物 — — 1.50
チップ＃20 （1成分） 0.3×4袋 — — （灰色粉体） 無機系バルーン 粗面仕上げ用添加剤 —
通気緩衝AV工法

サラセーヌAVボンド 主　剤 8 — — （グレー系） ウレタン系 AVシート張付け用接着材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.98
硬化剤 8 — — 指定可燃物可燃性液体類 — — 1.76

サラセーヌAVシート 幅1m×長さ20m — ポリエステル不織布 有孔通気緩衝シート

—サラセーヌAVシートブルー 幅1m×長さ40m — ポリエステル不織布 有孔通気緩衝シート
スリットテープ 

（サラセーヌAVスリット） 幅50mm×長さ100m — 自着層付きポリエステル不織布／�
ポリエチレンテープ AVシート突合せ部処理用　100mm間隔に切り目あり

通気緩衝QV工法
QVシート 幅1.04m×長さ15m （グリーン系） 改質アスファルト／ポリエステルフィルム 無孔通気緩衝シート　自着層付き

—ジョイントテープ
（QVテープ） 幅100mm×長さ50m×4巻 — ガラス繊維織布／ポリエステルフィルム QVシートジョイント処理用テープ

ウィルサインシステム

ウィルサイン用ベース 
主　剤 2 WSグリーン�

（日塗工：49-40T近似） 弱溶剤アクリルシリコーン系 ウィルサイン用ベース材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.99
硬化剤 3 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.10

ウィルサイン用クリアコート 
主　剤 2 クリア半艶 弱溶剤アクリルシリコーン系 ウィルサイン用クリアコート材 4類2石 非水溶性 Ⅲ 0.98
硬化剤 3 4類2石 非水溶性 Ⅲ 1.00

ウィルサインフィルム フィルムカット品　箱入り 標準色：イエロー�
（日塗工：19-75X近似）

広角反射フィルム�
（フッ素フィルム、粘着材、離形紙） ウィルサイン用フィルム材 —

弾性Uマットシリーズ
Uドレンタテ75 2個 — — 弾性マット付　75mm径タテ用　改修用成形ドレン

—Uドレンタテ100 2個 — — 弾性マット付　100mm径タテ用　改修用成形ドレン
Uドレンヨコ75 2個 — — 弾性マット付　75mm径ヨコ用　改修用成形ドレン
Uドレンヨコ100 2個 — — 弾性マット付　100mm径ヨコ用　改修用成形ドレン
Uマットボンド （1成分） 5 — — （灰褐色） エポキシ変成ウレタン樹脂系 Uドレン用接着材 2類引火性固体 — Ⅲ 1.35
架台マットU-10 （厚み1mm×幅500mm×長さ10m）×1巻/箱 （グレー系） 自着層付き弾性マット 架台の下敷き用 —架台マットU-20 （厚み2mm×幅490mm×長さ10m）×1巻/箱 （グレー系） 自着層付き弾性マット 架台の下敷き用
水切りテープ
AG水切りテープ 幅50mm×長さ50m×4巻 ガラス繊維織布／ポリエステルフィルム パラペットアゴ用水切りテープ —

がついている製品は、シックハウス症候群対策として、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの4VOCを含まない環境対応材料です。（副資材は対象となりません）
がついている製品は、特化則非該当製品です。（副資材は対象となりません）
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製品一覧

製品名 荷　　姿 種類・成分 用途・特長
機械的固定AM工法／外断熱・機械的固定AIM工法
Mシート 幅1.04m×長さ15m 自着層付き改質アスファルト／ポリエステルフィルム 機械的固定工法用絶縁シート

MLテープ 幅50mm×長さ50m×10巻 自着層付きポリエステルフィルム Mシートジョイント処理用テープ

クロス#5140N 幅140mm×長さ50m×7巻 自着層付きポリエステル繊維織布 Mシートジョイント補強用クロス

MLアンカー40（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：40mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー60（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：60mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー70（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：70mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー80（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：80mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

スペーサー 20 内径10mmφ×長さ20mm（500本） アルミ製 断熱ボード用スペーサー

スペーサー 30 内径10mmφ×長さ30mm（500本） アルミ製 断熱ボード用スペーサー

ウレタンボード　25t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　30t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　35t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　40t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　50t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

Sボード　20t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム（カットボード） 20mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 1種bC）

Sボード　M2-R 25t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 30t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 35t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 40t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 50t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

ウレタンボードAL　25t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　30t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　35t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　40t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　50t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

両面ブチル粘着テープ#718 幅50mm×長さ15m×5巻 両面自着層テープ 断熱ボード仮固定用両面テープ

Mテープ 幅50mm×長さ50m×6巻 自着層付きアルミテープ 50mm幅、断熱ボード・ジョイント処理用

ディスク盤D 100枚 ステンレス製 断熱ボード仮固定用ディスク盤

Fプラグ・ビス　6H60 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 6mm径、ディスク盤D専用

Fプラグ・ビス　6H90 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 6mm径、ディスク盤D専用

ディスク盤S 100枚 ステンレス製 高断熱仕様（ボード厚み大）対応、Mシート固定用ステンレス製ディスク盤

Fプラグ・ビス　8H100 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用

Fプラグ・ビス　8H120 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用

Fプラグ・ビス　8H150 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用
脱気装置
サラセーヌSUS304脱気筒 2個 ステンレス製 平場用脱気筒

サラセーヌ立上り用脱気盤 5枚 ステンレス製 立上り用脱気盤
補強用クロス
サラセーヌクロス＃2000 幅1m×長さ100m ガラス繊維織布 補強用クロス（平場用および立上り部用）

サラセーヌクロス＃4000 幅1m×長さ50m ポリエステル繊維織布 補強用クロス（平場用および立上り部用）

サラセーヌクロス＃4100 幅100mm×長さ50m×10巻 ポリエステル繊維織布 補強用クロス（クラック・出入隅など）
サラセーヌクロス＃4200 幅200mm×長さ50m×5巻 ポリエステル繊維織布 補強用クロス（AVシート端末部処理など）
クロステープ＃100 幅100mm×長さ50m×4巻 ガラス繊維織布 補強用クロス（クラック・出入隅など）

クロステープ＃200 幅200mm×長さ50m×2巻 ガラス繊維織布 補強用クロス（AVシート端末部処理など）
端末処理用テープ
MBテープ100 幅100mm×長さ20m×8巻 自着層付きブチルゴムテープ QVシートおよびMシート端末処理用テープ

がついている製品は、シックハウス症候群対策として、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの4VOCを含まない環境対応材料です。（副資材は対象となりません）
がついている製品は、特化則非該当製品です。（副資材は対象となりません）
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製品一覧

製品名 荷　　姿 種類・成分 用途・特長
機械的固定AM工法／外断熱・機械的固定AIM工法
Mシート 幅1.04m×長さ15m 自着層付き改質アスファルト／ポリエステルフィルム 機械的固定工法用絶縁シート

MLテープ 幅50mm×長さ50m×10巻 自着層付きポリエステルフィルム Mシートジョイント処理用テープ

クロス#5140N 幅140mm×長さ50m×7巻 自着層付きポリエステル繊維織布 Mシートジョイント補強用クロス

MLアンカー40（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：40mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー60（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：60mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー70（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：70mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

MLアンカー80（ディスク一体） 7.5mmφ（30mmφディスク）L：80mm（500本） アルミ製 Mシート用固定金具

スペーサー 20 内径10mmφ×長さ20mm（500本） アルミ製 断熱ボード用スペーサー

スペーサー 30 内径10mmφ×長さ30mm（500本） アルミ製 断熱ボード用スペーサー

ウレタンボード　25t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　30t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　35t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　40t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

ウレタンボード　50t 縦605mm×横910mm 硬質ウレタンフォーム 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 3種1号）

Sボード　20t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム（カットボード） 20mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 1種bC）

Sボード　M2-R 25t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 30t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 35t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 40t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

Sボード　M2-R 50t 縦910mm×横910mm 押出法ポリスチレンフォーム 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種bA）

ウレタンボードAL　25t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 25mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　30t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 30mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　35t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 35mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　40t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 40mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

ウレタンボードAL　50t 縦1,000mm×横1,800mm 硬質ウレタンフォーム／面材（両面）：アルミ箔クラフト紙積層紙 50mm厚み断熱ボード（JIS A 9521 硬質ウレタンフォーム断熱材 2種2号AⅠ）

両面ブチル粘着テープ#718 幅50mm×長さ15m×5巻 両面自着層テープ 断熱ボード仮固定用両面テープ

Mテープ 幅50mm×長さ50m×6巻 自着層付きアルミテープ 50mm幅、断熱ボード・ジョイント処理用

ディスク盤D 100枚 ステンレス製 断熱ボード仮固定用ディスク盤

Fプラグ・ビス　6H60 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 6mm径、ディスク盤D専用

Fプラグ・ビス　6H90 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 6mm径、ディスク盤D専用

ディスク盤S 100枚 ステンレス製 高断熱仕様（ボード厚み大）対応、Mシート固定用ステンレス製ディスク盤

Fプラグ・ビス　8H100 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用

Fプラグ・ビス　8H120 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用

Fプラグ・ビス　8H150 100本 ステンレス皿ビス／ナイロンプラグ 8mm径、高断熱仕様ディスク盤S用
脱気装置
サラセーヌSUS304脱気筒 2個 ステンレス製 平場用脱気筒

サラセーヌ立上り用脱気盤 5枚 ステンレス製 立上り用脱気盤
補強用クロス
サラセーヌクロス＃2000 幅1m×長さ100m ガラス繊維織布 補強用クロス（平場用および立上り部用）

サラセーヌクロス＃4000 幅1m×長さ50m ポリエステル繊維織布 補強用クロス（平場用および立上り部用）

サラセーヌクロス＃4100 幅100mm×長さ50m×10巻 ポリエステル繊維織布 補強用クロス（クラック・出入隅など）
サラセーヌクロス＃4200 幅200mm×長さ50m×5巻 ポリエステル繊維織布 補強用クロス（AVシート端末部処理など）
クロステープ＃100 幅100mm×長さ50m×4巻 ガラス繊維織布 補強用クロス（クラック・出入隅など）

クロステープ＃200 幅200mm×長さ50m×2巻 ガラス繊維織布 補強用クロス（AVシート端末部処理など）
端末処理用テープ
MBテープ100 幅100mm×長さ20m×8巻 自着層付きブチルゴムテープ QVシートおよびMシート端末処理用テープ

がついている製品は、シックハウス症候群対策として、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの4VOCを含まない環境対応材料です。（副資材は対象となりません）
がついている製品は、特化則非該当製品です。（副資材は対象となりません）



■ 防水材の混合撹拌
 ●　�撹拌容器は、底部に凹凸のない円形のポリバケツなどをご使用ください。

 ●　�1回あたりの混合量は、主剤と硬化剤を1セット単位とし、主剤、硬化

剤の順に撹拌容器に移して、低速撹拌機で約3分間撹拌してください。

やむを得ず小分けする場合は、あらかじめ硬化剤を十分に撹拌した

後、主剤、硬化剤の順に配合比通り計量し、撹拌容器に移して、低速

撹拌機で約3分間撹拌してください。

■ 季節性
防水材をはじめ2成分形の一部の製品は、ご使用いただく時期が異なる

「硬化促進タイプ」と「標準タイプ」を用意しています。「硬化促進タイプ」

は硬化剤ラベルにFCと表示しています。下記に、各タイプの使用時期

の目安を示します。

　�

　

■ 施工時の安全と注意
 ●　�危険防止のため，荷揚げ設備周辺や作業現場周辺には他の作業員

を近づけないようにしてください。

 ●　�作業時には服装を整え，ヘルメット、保護手袋を正しく着用し、吹付

け時には保護マスク、保護眼鏡を着用してください。

 ●　��換気の悪い所で施工する場合は、保護マスクを着用するほか、換気

に注意し、また監視員を置くなどの安全対策を講じてください。

 ●　�火災予防のため、作業現場には火気を近づけないようにし、消火器を�

設置するなどの安全対策を講じてください。

 ●　�材料が皮膚に付着した場合は、せっけん水でよく洗ってください。施

工後はよく手を洗い、十分にうがいをしてください。

 ●　�特定化学物質障害予防規則（特化則）該当の製品を扱う場合は、同

規則に従い、必要な処置を行ってください。処置については、一般社

団法人全国防水工事業協会および日本ウレタン建材工業会発行の

「MOCAを含むウレタン防水材の取扱いについて」、または日本ウレタ

ン建材工業会のホームページをご参照ください。

■ 施工時の環境と養生
 ●　��標準施工温度は次のとおりです。

●　��温度が高い場合（30℃超）は、材料の硬化速度が速まり、作業可能

時間が著しく短くなります。施工前に必ず材料の性状を確認し、また

材料の特性を理解し、十分に注意して施工してください。

●　��温度が低い場合（10℃未満）は、材料の粘度が著しく高くなります。

使用前に材料を暖かい室内に保管し、専用希釈剤で規定量希釈す

るなどしてからご使用ください。また硬化速度が著しく遅くなります

ので、必要に応じて硬化促進剤をご使用ください。（詳細は本書69〜

70ページ参照）

●　��最低施工温度外の場合（5℃未満）は、材料の硬化反応が著しく遅く

なります。各材料の養生期間を長く確保するなどし、工期に十分に注

意して施工してください。

●　��通気が悪い高湿度下では、結露により、密着不良、ふくれ、硬化不

良を起こすことがありますので、十分に注意して施工してください。

 ●　��初期硬化前後から軽歩行程度は可能ですが、重量物を持ち込むには

さらに2〜3日養生を続けてください。

■ 容器の取り扱い上の注意
1.	�容器を吊り上げる際は一缶ずつとしてください。
2.	取っ手を利用して治具で吊り上げる場合は、適切な吊り具を使用し、
斜めに吊り上げないでください。（偏荷重になると取っ手が座金から外
れ、落下事故が発生する危険性があります）

3.	取っ手はグリップ部を正しく持ち、垂直に持ち上げるように取り扱って
ください。

■ 現場保管時の安全と注意
 ●　��一部の材料を除き、消防法の規制を受けます。製品一覧表（84〜87

ページ）の危険物区分に従い、取り扱ってください。指定数量を超え
る場合は所定の手続きを踏んだ上で貯蔵してください。（「消防法の
規制について」参照）

 ●　�火災予防のため、材料貯蔵所には火気は近づけないようにし、消火

器などの消火装置を設置してください。
 ●　�使用材料の貯蔵には、他の作業や通行に支障　のない場所を選び、

直射日光を避け、雨水がかからない対策を講じるとともに、立入り禁
止・火気厳禁の掲示を行い、ロープで四周を囲み、安全を確保してく
ださい。

標準使用期間の目安
月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

出  荷  時  期 標準タイプFC FC

標準使用期間 標準タイプFC FC

対象製品：���サラセーヌK、サラセーヌ立上り用、サラセーヌAVボンド、
サラセーヌEZ、サラセーヌEZ立上り用
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施工に先立ち、使用する材料について製品安全データシート（SDS）を事前に入手し、貯蔵・保管方法、取扱い方法

および事故が発生した場合の応急処置などを作業者に周知徹底させてください。ラベルに記載された労働安全に係

わる事項も併せて確認してください。製品安全データシート（SDS）については、当社にお問い合わせください。

標準施工温度 最低施工温度

10〜30℃ 5℃

製品取り扱い上のご注意
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危険物区分

■ 消防法の規制について

危険物の取り扱い

 ●　���指定数量以上の危険物を作業現場で臨時に貯蔵したり取り扱う場

合には、所轄の消防本部または消防署長に、また消防本部などのな

い市町村では市町村長に申請して、仮貯蔵や取扱いの承認を受ける�

必要があります。

 ●　����危険物品名を異にする2以上の危険物を同一の場所で貯蔵したり取

り扱う場合にも、品名ごとの総数量をそれぞれの指定数量で割り、

その合計が1以上になるときは、指定数量以上危険物を貯蔵し、また

は取り扱っているものとみなされます。

 ●　���危険物品名を異にする2以上の危険物の貯蔵も、類別ごとにまとめ

て、それぞれ1m以上の間隔を置けば同時に貯蔵することができます。

 ●　����指定数量の1/5以上、1未満の危険物の貯蔵取扱いは、市町村の火

災予防条例により規制の対象となるため、所轄の消防署に届け出る

必要があります。

 ●　���指定可燃物が指定数量1以上の場合には、市町村条例により、所轄

の消防本部または消防署長に届け出る必要があります。

 ●　���詳細については、所轄の消防本部または消防署長にご確認ください。

計算例
サラセーヌSD-KK20T工法で3,000m2の施工現場に使用材料を搬入

し貯蔵する場合

（4類1石）	300L（貯蔵量）÷200L（指定数量）＝1.50

（4類2石）	�612L＋258L＋320L（貯蔵量）÷1,000L（指定数量）＝1.19

（4類4石）	2,452L（貯蔵量）÷6,000L（指定数量）＝0.408

	 指定数量合計　　3.098

（指・液）	 3,250L（貯蔵量）÷2,000L（指定数量）＝1.625

以上の計算から、指定数量の合計が1以上となり、指定数量以上となり

ます。指定数量以上の貯蔵・取扱いは、甲種または乙種危険物取扱者

を任命し、危険物の取扱いに関し、保安監督させる必要があります。

商品名 区分 使用量（kg） 液比重 貯蔵量（L）※1

サラセーヌP
4類2石�

（非水溶性）
600 0.98 612

サラセーヌK
主　剤 4類4石 2,600 1.06 2,452

硬化剤 （指・液） 5,200 1.60 3,250

サラセーヌT
主　剤

4類2石
（非水溶性）

240 0.93 258

硬化剤
4類1石

（非水溶性）
360 1.20 300

ウレタン希釈剤
4類2石

（非水溶性）
20缶 ー 320

※ 1：貯蔵量（L）＝使用量（kg）÷液比重

種　　別 区　　分 指  定  数  量

第四類　第一石油類
4類1石 （非水溶性） 200リットル

4類1石 （水溶性） 400リットル

第四類　第二石油類
4類2石 （非水溶性） 1,000リットル

4類2石 （水溶性） 2,000リットル

第四類　第三石油類
4類3石 （非水溶性） 2,000リットル

4類3石 （水溶性） 4,000リットル

第四類　第四石油類 4類4石 6,000リットル

種　　別 区　　分 指定数量

第二類　第一種可燃性固体 2類1固 100kg

第二類　第二種可燃性固体 2類2固 500kg

第二類　引火性固体 2類引固 1,000kg

指定可燃物

指定可燃物　可燃性液体類 指・液 2m3

指定可燃物　可燃性固体類 指・固 3,000kg

 ●　�水性の製品は冬季に凍結の恐れがありますので、屋内に貯蔵するな

ど、凍結に注意してください。

■ 材料保管時の安全と注意
1.	乾燥した冷暗所に置いてください。
2.	子供の手の届かないところに保管してください。
3.	容器は密閉したままで保管し、火気に注意してください。
4.	上記1および3を条件として、防水材などの液状製品の安定貯蔵期間は製
造後12ヵ月ですが、一部の製品は6ヵ月となります。ラベルの製造年
月日を確認してください。ウレタン防水材主剤もしくはプライマーは缶
の中でゲル化していないもの、硬化剤は液分離していても再撹拌す
れば元の状態に戻るものは、安定貯蔵期間を過ぎても使用できます。

5.	水性の製品は凍結の恐れがありますので、保管に注意してください。
6.	紙包装や段ボール入りの製品は、水に濡れないよう保管に注意してく
ださい。

7.	一度開缶したもので、やむを得ず残った材料は、必ず密栓し、できる
だけ早く使い切ってください。

■ 産業廃棄物処理について
 ●　�施工後の廃材（材料が付着した廃缶、洗浄用の廃溶剤、使用済み用

具など）は、まとめて産業廃棄物処理会社に委託して適切に処理し
てください。

 ●　��水性の製品で使用した工具類を洗浄した水は、廃液として産業廃棄

物処理してください。
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	 1）	下地の乾燥が十分であること。

		 下地打設後の養生期間

 下　地  養生期間の目安

コンクリート 打設後3週間以上

モルタル 打設後2週間以上
※冬期においては倍の養生が必要

	 2）	ひび割れの少ない下地となるようなコンクリート配合にし、適切な配筋を行う。

	 3）	平場面は金ごて押えとし、平滑で浮き、レイタンス、脆弱部および目違い、段差などの欠陥が
ないこと。

	 4）	立上り面はポリマーセメントモルタルを金ごてで塗布し、平滑に仕上げる。

	 5）	屋根スラブ、ベランダ、開放廊下の床などは指定の勾配になっていること。		

		 一般的な勾配
 下　　地 　勾　配

歩行用陸屋根スラブ 1/100以上

ベランダ・開放廊下床 1/50以上

	 6）	立上り上端部および軒先部の水切りが良好であること。

	 7）	ルーフドレンや配水落とし口はサラセーヌ防水層に適したもので、その周囲の水はけが良く、
低く堅固に取り付けてあり、欠陥のないこと。

	 8）	貫通パイプ、取付け金物および衛生器具などは所定の場所に堅固に取り付けてあり、欠損が
ないこと。

	 9）	出隅部は通りよく、面取りとなっていること。

	10）	入隅部は通りよく、直角になっていること。

	 1）	部材は、梁への固定および部材間の接合を十分に行い、ジョイントに生ずる動きをできるだ
け小さくすること。

	 2）	部材にはひび割れ、欠損がないこと。

	 3）	水勾配は構造躯体でとり、部分的な手直しはポリマーセメントモルタルで行うこと。

	 4）	部材間接合部の目違い、段差がある場合は、なだらかになるようにポリマーセメントモルタル
で下地ごしらえする。

	 5）	部材の目地充填材は、部材表面のレベルと平坦で平滑になるよう仕上げる。

	 6）	部材表面はポリマーセメントモルタルで平滑に仕上げる。

	 7）	部材の表面に付着したポリマーセメントモルタルなどの突起物はケレン、サンダーなどで取り
除き、平滑な面にする。

1. コンクリート下地

2. ALC、PCa下地

新設・防水下地

サラセーヌの施工
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改修工事の際は、押え層の有無、既存下地の種類や劣化状態、欠陥部の状態、また、サラセー
ヌ防水工法などによって下地処理が異なる。

乾燥が不十分な場合、下地と防水層の接着不良、ピンホール、ふくれなどの原因となる。

降雨後の乾燥期間

既設下地 乾燥の目安

コンクリート・PCa
1日以上

モルタル

ALC 2日以上

●水分チェック方法

	1）	水分計で含水率が10％以下を目安とすること。

	2）	�透明なシート（約1m2程度）を下地面に密着させ、シートの回りをテープで貼り付ける。日照時
に数時間放置して、シート内部に水滴の付着が認められないこと。

＊含水率が低い場合でも、気温が急上昇するときは、水蒸気の突上げがあるので注意すること。

モルタル、コンクリートのひび割れは、材料、施工、環境、構造上の原因で発生し、美観の低下、�
錆の発生、凍結、漏水を引き起こし、構造上の障害となる。

	1）	乾燥収縮によるモルタルのひび割れ
 ・		�1mm未満のひび割れは、ゴム刷毛、金ゴテで下地調整材などをすり込むように処理する。 
 ・		1mm以上のひび割れは、VまたはUカットしてウレタンシーリング材を充填する。

	2）	�コンクリートの打ち継ぎで発生するコールドジョイントは、電動ピックではつり取り、エポキシ樹脂注
入を併用し、樹脂モルタルなどで平滑にする。

3）	�デッキプレートコンクリート上のひび割れ  
 ・		�乾燥収縮による1mm未満のひび割れは、ゴム刷毛、金ゴテで、下地調整材などをすり込むよう
に処理する。1mm以上のひび割れは、VまたはUカットしてウレタンシーリング材を充填する。

・	 �	構造上のひび割れは、VまたはUに欠き込み、ウレタンシーリング材やウレタンモルタル＊で処理
する。また必要に応じて誘発目地を設け、ウレタンシーリング材やウレタンモルタルで処理する。

＊ウレタンモルタル配合　平場用ウレタン：硅砂4または5号＝1：5

浮きの程度が小さい場合にはエポキシ樹脂注入を行い、必要に応じてピンニングを併用して、平滑
に仕上げる。
浮きの程度が大きい場合には撤去し、樹脂モルタルなどで平滑に仕上げる。

内部鉄筋の腐食膨張などで欠損した場合には、鉄筋部の錆びた箇所をケレン除去し、PE-670�
プライマーを塗布して防錆処理を行い、樹脂モルタルなどで平滑に処理する。

皮スキ、ワイヤーブラシ、高圧水洗浄などで除去し、下地調整材などで平滑に処理する。

1. 下地の乾燥

5. 脆弱部分

4. 欠損部

3. 押えモルタルの浮き

2. 下地のひび割れ　

ガムテープ
ポリエチレンフィルム

改修・防水下地
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目違い、段差は前もってサンダーなどで平坦にし、凹部はパテ材などで処理し、全体を下地調整材
などで平滑に仕上げる。
既存ウレタン防水上はウレタンモルタルで調整する。
＊ウレタンモルタル配合
	 平場用ウレタン：硅砂4または5号＝1：5

この項は新設・防水下地（92ページ）に準ずる。
既存ウレタン防水上はウレタンモルタルで調整する。
＊ウレタンモルタル配合
	 平場用ウレタン：硅砂4または5号＝1：5

既存目地材は撤去、清掃後、バックアップ材を押入し、下記のシーリング材で平滑に仕上げる。

工　法 シーリング材

密着工法※1 ウレタンシーリング材

通気緩衝工法※2 ウレタンシーリング材、ウレタンモルタル※3

※	1：�密着工法の場合は、さらにその上部を補強用クロスを用いて補強塗りする。�
（納まり図101ページを参照）

※2：�通気緩衝工法で伸縮目地が平滑に仕上がらなかった場合は、さらに
その上部を補強用クロスを用いて補強塗りする。

※	3：ウレタンモルタル配合
	       平場用ウレタン：硅砂4または5号＝1：5

壁、塔屋回りの立上り端末の納まりは、防水性能を確実にするため、ダイヤモンドカッターで躯体�
まで欠き込みを入れ、ポリマーセメントで調整する。

既存ドレンのストレーナーキャップや防水層の押さえ皿を取り外し、錆、タール、油脂などの付着物	
を取り除き、下皿のモルタルとの取合い箇所は、VまたはUカット処理後、ウレタンシーリング材を
充填する。また、下皿面にはPE-670プライマーを塗布する。
・	改修用Uドレンの下地処理は納まり図（100ページ）参照。

・	貫通パイプ
パイプの基礎回りは欠き込みを入れ、
パイプの種類に応じてプライマーを塗布
してウレタンシーリング材で処理する。

・	貫通していないパイプ
パイプの基礎回りはプライマーを塗布
してウレタンシ−リング材で処理する。

・	表面に付着したモルタルのこぼれなどはケレン棒、皮スキ、サンダーなどで除去する。
・	表面の油分はデッキブラシ、ポリッシャーを使用して中性洗剤で洗った後、水洗いを十分に行う。
・	浸み込んだ油分ははつり取り、ポリマーセメントモルタルなどで平滑に仕上げる。

・	出隅部は通りよく45°の面取りにする。
・	入隅部は通りよく直角にする。

錆部分をブラスト、サンダー、ワイヤーブラシなどで十分に取り除き、清掃後PE-670プライマー�
またはPW-700プライマーを塗布する。

タイルの浮き、不具合部は撤去し、ポリマーセメントモルタルなどで補修してから、全面を下地調整
材で平滑に処理する。

	13.	出入隅

	 7.	勾配

	 8.	伸縮目地

	 9.	防水層端末

	10.	ルーフドレン

	11.	パイプ類

	12.	汚れ

	 6.	不陸・凹凸

	14.	鋼板

	15.	クリンカータイル

ガムテープ
ポリエチレンフィルム

ガムテープ
ポリエチレンフィルム

材　質  プライマーの種類

硬質塩ビ P-60プライマー、PW-60プライマー

鉄・ステンレス PE-670プライマー、PW-700プライマー
（納まり図 102ページを参照）
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プライマーラインナップの「下地への適合性」（66〜67ページ）参照

●塗膜防水材

1） ウレタン塗膜の塗替え
防水材の種類によっては接着不良をおこす危険があるため、事前にプライマーで接着試験を行うこ
と。
a） 既存塗膜が下地と密着不良の場合
カッター、サンダーで除去し、下地調整材やウレタンシーリングなどで平滑にする。
b） 既存塗膜が下地に十分密着している場合
表面の汚れを高圧水洗浄（14.7MPa［150kg/cm2］以下）や溶剤拭きで除去し、十分に乾燥して
から、P-60プライマーまたはPW-60プライマーを塗布する。

2） ポリエステル樹脂系（FRP）
a） AV工法での改修
・立上り端部、浮き部、ドレン回りは撤去し、下地調整材などで平滑にする。  
・平場の接着不良箇所は撤去し、下地調整材などで平滑にする。
＊�FRP上は研磨し、サンPC-FV、P-60プライマー、またはPW-60プライマーを塗布する。�
（事前に接着試験などを行って接着を確認する）

b） AM工法での改修
・立上り端部、ドレン回りは状況に応じて撤去し、下地調整材などで平滑にする。
・平場部は、ふくれ部分のみ撤去し、下地調整材などで平滑にする。

3） ポリマ−セメント系
・全面撤去し、下地調整材などで平滑にする。
・小面積の庇など非歩行用の部位に限っては浮き、剥がれなどを撤去し、下地調整材などで平滑にす
る。さらにPW-100プライマーを2回以上塗布する。

●砂付きアスファルト防水材
a） AV工法、QV工法、SD工法での改修
・全面撤去の上、アスファルトコンパウンドをできるだけ除去し、下地調整材などで平滑にする。
b） AM工法での改修
・立上り部（入隅コーナー面含む）、ドレン回りは撤去の上、アスファルトコンパウンドをできるだけ
除去し、下地調整材などで平滑にする。  
・平場部は、ふくれ部分のみ撤去し、下地調整材などで補修するか、または切開してプロパン�
バーナーで張り戻し、平滑にする。
c） AS工法での改修
・別カタログ「サラセーヌAS工法」をご参照ください。

●シート防水材
1） 軟質塩ビ
a） AV工法での改修
・立上り部、ドレン回りは、接着材まで除去し、下地調整材などで平滑にする。
・平場部の接着不良部分は、接着材まで撤去し、下地調整材などで平滑にする。
	 AM工法での改修
・立上り部、ドレン回りは、接着材まで除去し、下地調整材などで平滑にする。
・平場部はふくれ部分は、下地調整材などで平滑にする。
＊塩ビシート上のプライマーには、サンPC-FV、P-60プライマー、またはPW-60プライマーを塗布する。�
（事前に接着試験などを行って接着を確認する）

2） 加硫ゴム
a） AV工法、QV工法、SD工法での改修
・接着材まで全面除去し、下地調整材などで平滑にする。  
b） AM工法での改修
・立上り部、ドレン回りは、接着材まで除去し、下地調整材などで平滑にする。
・平場部のふくれ部分は、下地調整材などで平滑にする。
＊シート防水端部は、浮き上がらないようにし、必要に応じて固定金具などで押さえる。

17. 既存露出防水層の		    
      下地処理

16. 特殊下地
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■ＡＶボンド／ＡＶシート（ＡＶシートブルー）張り付け
●AVボンドを塗りながら、追いかけでＡＶシートを張る。

●必ず「QVシート」前日に塗布する。

■スリットテープの貼り付け
●横3ｍ間隔、縦中間に１箇所貼り付ける。

■ＲＷボンド／ＡＶシート（ＡＶシートブルー）張り付け
●ＲＷボンドを塗りながら、追いかけでＡＶシートを張る。

は一般工法、 は環境対応工法です。

■サラセーヌAV-Ｗ塗布
●「ＡＶシート」の張込み面は、その日のうちに塗布。
●シゴキ過ぎに注意。（ＡＶ-Ｗ、１セットで20m2目安）

■サラセーヌＥZ目止め塗布
●「ＡＶシート」の張込み面は、その日のうちに塗布。
●シゴキ過ぎに注意。（ＥZ目止め、１セットで20m2目安)

養　生

通気緩衝AV工法

■サラセーヌP塗布

通気緩衝QV工法

■PJプライマー塗布
●必ず「QVシート」前日に塗布する。

■脱気装置の設置
●脱気筒は50～100m2に１箇所。
　立上りに設置する場合は、脱気盤は10ｍ間隔で。

■QVシート張り付け
●長辺は重ね目安線（黄色の線）に合わせて張り合わせる。
●短辺は2mm程度の間隔を開けて張り合わせる。

■QVシートの転圧

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■サラセーヌＫ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。　　　

■サラセーヌＥZ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■サラセーヌＥZ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

■脱気装置の設置
●脱気筒は50～100m2に１箇所。（粘着層のない溝の部分を30mm程度くり抜く）
　立上りに設置する場合は、脱気盤は10ｍ間隔で。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■サラセーヌK塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。

■QVシートのジョイント処理
●「ジョイントテープ」（QVテープ）をジョイント部全面に貼り付ける。

●10kg以上の荷重のかかる転圧ローラーで転圧する。

■QVシートのジョイントおよび端部の目止め
●「サラセーヌ立上り用」でシゴキ塗り。 ■QVシートのジョイントおよび端部の目止め

●「サラセーヌEZ立上り用」でシゴキ塗り。

■ＡＶシートの転圧

養　生

■QVシートの端末処理
●「MBテープ100」を貼り付ける。

工法別施工上のご注意
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■Mシートの敷設
●チョークリールなどで「Mシート」の墨出し、割付けを行う。
●長辺は重ね目安線（緑色の線）に合わせて張り合わせ。
●短辺は突き付けで張り合わせ。

養　生

機械的固定AM工法

■Mシートのジョイント処理
●「MLテープ」を貼り付ける。

■Ｍシートのジョイント・ＭＬアンカー上の処理
●「クロス＃5140N」を貼り付け。

■Ｍシート端部の処理

■脱気装置の設置

●「ＭＢテープ100」を貼り付けて、転圧する。 

■MLアンカーの取り付け
●取り付け箇所の割付け・墨出しを行う。
●取付け箇所（Ｍシートの端部、中央部、重ね合わせ部）に電動ハンマーなどで穴をあける。
●穴あけで発生したコンクリートの切り粉は、掃除機などで吸い取る。
●スペーサーをつけて「MLアンカー」を打ち込む。
●凸部がないようにハンマーで折り込む。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

●脱気筒は、50～100m2に１箇所。（粘着層のない溝の部分を30mm程度くり抜く）
　立上りに設置する場合は、脱気盤は10ｍ間隔で。

■Ｍシートのジョイントおよび端部・ＭＬアンカー上の目止め
●「サラセーヌ立上り用」でシゴキ塗り。 

■Ｍシートのジョイントおよび端部・ＭＬアンカー上の目止め
●「サラセーヌＥZ立上り用」でシゴキ塗り。　　　

■Ｍシート端部の目止め
●「サラセーヌ立上り用」でシゴキ塗り。

■Ｍシート端部の目止め
●「サラセーヌＥZ立上り用」でシゴキ塗り。　　　

■サラセーヌＫ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。

■サラセーヌＥZ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

■サラセーヌＰ塗布 ■PJプライマーまたはPW-100プライマ－塗布

密着SD工法

●液だまりができないよう、均一に塗布。 ●液だまりができないよう、均一に塗布。

■クロスの張り付け ■クロスの張り付け
●クロス張りの目安      

１． サラセーヌＫ 0.3kg/m2

２． 補強用クロス ̶
３． サラセーヌＫ 0.5kg/m2

●クロス張りの目安      

■サラセーヌＫ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。　

■サラセーヌＥZ塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

養　生

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

１． サラセーヌＥZ 0.3kg/m2

２． 補強用クロス  ̶
３． サラセーヌＥZ 0.5kg/m2
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■断熱材の敷設

●水上側から張り付ける。

養　生

外断熱・機械的固定AIM工法

■断熱材の固定

●断熱材の四隅に電動ハンマードリルで穴を開ける。（ビット径6～6.5mm／深さ70mm＜Ｆプラグ・ビス6H60の場合＞）

●穴開けの際に発生したコンクリートの切り粉は、掃除機などで吸い取る。

●「ディスク盤Ｄ」および「Ｆプラグ・ビス」で固定する。（両面ブチル粘着テープ#718に代えることができる）

■Mシートの敷設

●チョークリールなどで「Ｍシート」の墨出し、割付けを行う。

●長辺は、重ね目安線（緑色の線）に合わせて張り付ける。

●短辺は、突き付けで貼り付ける。

■Ｍシートのジョイント処理

■ＭＬアンカーの取り付け

●「ＭＬテープ」を貼り付ける。

■脱気装置の設置

●脱気筒は、50～100m

2

に１箇所。（粘着層のない溝の部分を30mm径程度くり抜く）

　立上りに設置する場合は、脱気盤は10ｍ間隔で。

■断熱材のジョイント処理

●「Ｍテープ」を貼り付ける。

■指定の保護仕上材塗布

●丁寧に縦横十字に均一に塗布。

●希釈厳禁。

■指定の保護仕上材塗布

●丁寧に縦横十字に均一に塗布。

●希釈厳禁。

●水性の保護仕上材は開缶したら使い切る。

●取付け箇所の割付け、墨出し。

●電動ハンマードリルで穴を開ける。（ビット径8～8.5mm／深さ70mm＜ＭＬアンカー60の場合＞）

●穴開けの際に発生したコンクリートの切り粉は、掃除機などで吸い取る。

●スペーサーをつけて「MLアンカー」を打ち込む。

●凸がないようにハンマーで打ち込む。

■ＭシートのジョイントおよびＭＬアンカー上の処理

●「クロス＃5140N」を貼り付ける。

■サラセーヌＫ塗布（下塗り・上塗り）

●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。　　　　

●下塗りから上塗りまで３日以上開いた場合は、

　「P-６０プライマー」を塗布。

■サラセーヌEZ塗布（下塗り・上塗り）

●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

●下塗りから上塗りまで３日以上開いた場合は、

　「PJ層間プライマー」を塗布。

■Mシートのジョイントおよび端部・MLアンカーの目止め

●「サラセーヌ立上り用」でシゴキ塗り。

■Mシートのジョイントおよび端部・MLアンカーの目止め

●「サラセーヌEZ立上り用」でシゴキ塗り。

■Ｍシートの端末処理

●「ＭＢテープ100」を貼り付けて、転圧する。

●入隅は、ウレタンシーリング材を三角打ち。

は一般工法、 は環境対応工法です。
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■サラセーヌＰ塗布

スポーツ床兼用HD工法

■サラセーヌK塗布（下塗り・中塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■PJプライマー塗布
●液だまりができないよう、均一に塗布。●液だまりができないよう、均一に塗布。

●液だまりができないよう、均一に塗布。 ●液だまりができないよう、均一に塗布。

■サラセーヌEZ塗布（下塗り・中塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十字に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■指定のプライマー塗布 ■指定のプライマー塗布

共通立上り仕様

■クロスの張り付け ■クロスの張り付け
●クロス張りの目安

■サラセーヌEZ立上り用塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ECO用希釈剤」。

養　生

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十時に均一に塗布。
●希釈厳禁。

■サラセーヌ立上り用塗布（下塗り・上塗り）
●希釈剤は、「ウレタン希釈剤」。

■指定の保護仕上材塗布
●丁寧に縦横十時に均一に塗布。
●希釈厳禁。

養　生

１．サラセーヌ立上り用 0.3kg/m2

２．補強用クロス  ̶
３．サラセーヌ立上り用 0.5kg/m2

●クロス張りの目安

１．サラセーヌEZ立上り用 0.3kg/m2

２．補強用クロス  ̶
３．サラセーヌEZ立上り用 0.5kg/m2
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クロス＃4100

クロス＃4100
サラセーヌ防水層

クロス＃4100

シーリング材

ウレタンシーリング材（三角打ち）

伸縮目地

クロス♯4100 サラセーヌ防水層

既設防水層撤去

下地調整材

ストレーナーキャップ

ドレン上皿

下皿
サラセーヌ防水層

既設防水層

ウレタンシーリング材

下皿

ドレン上皿
既設防水層撤去
下地調整材

サラセーヌ防水層

ウレタンシーリング材

既設防水層

ストレーナーキャップ

既設ドレン既設ドレン

サラセーヌ防水層

既設防水層
シーリング材

樹脂モルタル

Ｕドレン
Ｕマットボンド

既設ドレン

シーリング材

樹脂モルタル

サラセーヌ防水層
既設防水層

Ｕマットボンド

Ｕドレン

横引きドレン 縦引きドレン

出隅・入隅 出隅・入隅

横引き改修用ドレン「Uドレン ヨコ」 縦引き改修用ドレン「Uドレン タテ」

各部の納まり図（代表例）

納まり図はあくまで構成概念図であり、塗膜厚みなどを強調して表現しているため、�
必ずしも正確な縮尺でない点をご了承ください。
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補強用クロス

サラセーヌ防水層
補強用クロス

サラセーヌ防水層ウレタンシーリング材

ウレタンシーリング材

クロス＃4100

サラセーヌ防水層

ウレタンシーリング材

架台

PCa接合部（ベランダなど） PCa接合部（ベランダなど）

架台マットＵ
架台マットＵ
プライマー

防振ゴム

保護仕上材

ウレタンシーリング材

ウレタンシーリング材
サラセーヌ防水層 （雨養生）

仮設架台「架台マット U」

既設防水層

補強用クロス

バッカー

サラセーヌ防水層

ウレタンシーリング材

伸縮目地（密着工法）

既設防水層

サラセーヌ通気緩衝シート

バッカー

サラセーヌ防水層

ウレタンシーリング材

伸縮目地（通気緩衝工法）
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壁面取り合い -2

変性シリコンシーリング材（後打ち）

既設タイル

水切り金物

壁面取り合い2

サラセーヌ防水層

壁面取り合い -3
既設タイル

壁面取り合い㈫

サラセーヌ防水層

シーリング材※

サラセーヌ防水層

シーリング材※
※先打ち：ウレタンシーリング材
  後打ち：変性シリコンシーリング材

既設外壁材

入り巾木

サラセーヌ防水層

シーリング材※ ※先打ち：ウレタンシーリング材
 後打ち：変性シリコンシーリング材

Uテープ60
下地は丸面仕上げ

クロス♯4100

コーナーA

Uマットボンド サラセーヌ防水層

出隅・入り隅（副資材）
シーリング材   

既設外壁材

シーリング材※

サラセーヌ防水層

※先打ち：ウレタンシーリング材
後打ち：変性シリコンシーリング材

入り巾木

出巾木

壁面取り合い1

既設タイル

サラセーヌ防水層

シーリング材※
※先打ち：ウレタンシーリング材
  後打ち：変性シリコンシーリング材

壁面取り合い -1

絶縁テープ

補強用クロス

サラセーヌ防水層

変性シリコンシーリング材（後打ち）

ウレタンシーリング材

貫通パイプ

各部の納まり図（代表例）

納まり図はあくまで構成概念図であり、塗膜厚みなどを強調して表現しているため、�
必ずしも正確な縮尺でない点をご了承ください。
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外壁鳩小屋取り合い

サッシ下端

防水モルタル

変性シリコンシーリング材（後打ち）

水切り金物

ウレタンシーリング材

サラセーヌ防水層

サッシ下場

既設外壁材
シーリング材※

ウレタンシーリング材

シーリング材※

サラセーヌ防水層

サラセーヌ防水層

サラセーヌ防水層

※先打ち：ウレタンシーリング材
  後打ち：変性シリコンシーリング材

ステンレス鋼板

防水ゴム

押え金物

アンカー止め
サラセーヌ防水層

押え金物

防水ゴム

開放廊下等エキスパンション1

鋼板
クッション材

サラセーヌ防水層サラセーヌ防水層

開放廊下などエキスパンション -1
既設外壁材
シーリング材※

ウレタンシーリング材

シーリング材※

サラセーヌ防水層

サラセーヌ防水層

サラセーヌ防水層

※先打ち：ウレタンシーリング材
  後打ち：変性シリコンシーリング材

ステンレス鋼板

防水ゴム

押え金物

アンカー止め
サラセーヌ防水層

開放廊下などエキスパンション -2
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各部の納まり図（代表例）

納まり図はあくまで構成概念図であり、塗膜厚みなどを強調して表現しているため、�
必ずしも正確な縮尺でない点をご了承ください。

脱気筒 -2（QVシート・Mシートの場合）

脱気筒

防水層

オールアンカー（付属）

QVシート・Mシート

補強用クロス（付属）

ウレタンシーリング材

ウレタンシーリング材

30mmφ
切り抜く

脱気筒

防水層

オールアンカー（付属）

AVシート・
AVシートブルー

補強用クロス（付属）

ウレタンシーリング材ウレタンシーリング材

脱気筒 -3（断熱ボート＋Mシートの場合）

脱気筒 -1（AVシート・AVシートブルーの場合）

脱気筒

防水層

オールアンカー（付属）

Mシート

補強用クロス（付属）

ウレタンシーリング材

ウレタンシーリング材

30mmφ
切り抜く

断熱ボード
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ご採用いただいたお客様へ

■ 施工中のお願い
 ●　�工事現場や資材置き場は危険ですので、工事中は近寄らないでくだ

さい。材料や工具に手を触れないようにしてください。特に小さなお

子様には注意をお願いします。

 ●　�慣れない臭気が発生する場合があります。施工中はなるべく窓を閉

めるなど、直接外気に接しないようご協力をお願いします。

 ●　�施工終了後でも数日間の養生が必要です。施工管理者の指示に従っ

て、養生期間中は水をこぼしたり、歩いたり、重いものを置いたりし

ないようご協力をお願いします。

■ 屋根用ウレタン塗膜防水材（露出工法）の使用上の注意事項
 ●　�防水層の上を歩行する場合は、ハイヒール、スパイクシューズ等、防

水層を損傷する恐れのある履き物で歩かないでください。

 ●　�防水層の表面が水などで濡れている場合は、滑りやすい履き物で歩

かないでください。

 ●　�防水層の上で火気は使用しないでください。

　 �バーベキュー、花火、煙草の吸い殻の投げ捨てや溶接作業等はしない

でください。

 ●　�防水層の上に溶剤、ガソリン、灯油、不凍液等、有機薬品をこぼさない

でください。

 ●　�重量物や鋭利な道・工具、硬いブラシ等を取り扱う場合は、必ず防水

層の上を養生してください。

　 �防水層の上で重い箱等を引張ったり、角材等を落としたりすると防

水層が剥離する、穴があくといった損傷を受けます。

 ●　�防水層の上にイス、テーブル等を置く場合は、脚の接地面をゴム

キャップ、マット等で保護してください。

 ●　�防水層の上でゴルフの練習や一輪車、ローラースケート等のスポー

ツや運動をしないでください。

　 �クラブや車輪、ローラー等で防水層を傷つけることがあります。

 ●　�防水層の上で犬、猫等ペットを飼わないでください。犬、猫等の糞尿

を流したり付着させたりしないでください。

 ●　�防水層の上に草花や野菜等の植物を直接植えないでください。

 ●　�防水層の清掃には中性洗剤を使用してください。

 ●　�クーリングタワー防藻剤、殺菌剤等は、防水層に損傷を与えない適切

なものを使用してください。

■ 屋根用ウレタン塗膜防水材の維持管理のお願い
屋根用ウレタン塗膜防水材の防水性能を長期にわたって維持するため

に、次の維持管理をお願いします。

 ●　�定期的に防水層の清掃を行ってください。特にドレンまわり、排水溝

の泥、枯葉等をよく除去してください。

 ●　�数年毎に次のように表面状態の点検を行ってください。異常が認め

られた場合は請負業者に連絡し、補修してください。

　　・�保護仕上材が薄くなっている個所がないか、剥離している個所が

ないか。

　　・保護仕上材にひび割れが生じていないか。

　　・防水層の浮き、ふくれがないか。

　　・防水層にカラス、鳥類の穴あけの被害はないか。

 ●　�使用頻度や歩行状況により、保護仕上材が著しく摩耗や損傷し、�

耐久性、防滑性、安全性に支障をきたす場合があります。異常が認め�

られた場合は、請負会社に連絡し、補修してください（有償）。

 ●　�保護仕上材は定期的に塗り替えてください（有償）。

 ●　�保護仕上材の維持管理の詳細については「保護仕上材のメンテナンス」

（61ページ）をご覧ください。

■ 防水保証の考え方
�防水工事に関し保証期間中に漏水事故が生じた場合には、次の責任範

囲により防水層に限り補修致します。

（責任範囲）

 ●　�施工に起因する場合は、工事を請け負った元請会社ならびに施工会

社の責任とします。

 ●　�材料品質に起因する場合は、材料製造会社の責任とします。

（免責事項）

下記の場合は、本保証の対象外となります。

 ●　�天災地変等不可抗力と認められる場合

 ●　�工事対象物の構造上又は設計上の欠陥に起因する場合

 ●　�防水施工箇所以外からの漏水の場合

 ●　�過失又は故意による防水層損傷の場合

 ●　�増改築や屋上設置物の工事等を行って、保証対象部分に手を加えた

場合

 ●　�漏水を伴わない経年劣化（フクレ、シワ、変色、保護仕上材の劣化、等）

の場合

 ●　�注意事項及び維持管理のお願いを遵守されていることが確認できな

い場合

 ●　�漏水を知ってから1年以内に通知をいただけなかった場合［民法第

637条］［住宅品確法94条］

 ●　�債権等の消滅時効［民法第166条］※品確法で定める新築住宅は対

象外

　　・漏水を知ってから5年間、権利を行使しない場合

　　・漏水を知らず引渡しから10年間、権利を行使しない場合

 ●　�防水保証の詳細については当社にお問い合わせください。
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AGCポリマー建材株式会社

サラセーヌ公式サイトへはこちらから

本カタログの記載内容は、予告無く変更することがあります。

首都圏支店
仙 台 営 業 所
名古屋営業所
大 阪 営 業 所
九 州 営 業 所
北海道出張所

〒103-０0１３
〒98３-０８５２
〒４６０-０００３
〒550-0013
〒８１２-００１１　
〒０６０-００６１

東京都中央区日本橋人形町１-３-８（沢の鶴人形町ビル）
仙台市宮城野区榴岡２-２-１０（セントールビル） 
名古屋市中区錦２-１９-２５（日本生命広小路ビル） 
大 阪 市 西 区 新 町 3-11-3（ 高 六 大 阪 ビ ル ） 
福岡市博多区博多駅前２-１２-１０（第７グリーンビル） 
札幌市中央区南１条西９丁目（株式会社三田商店内）

TEL：０３-６６６７-８４２１
TEL：０２２-２９９-６３７１
TEL：０５２-２１９-５４９１
TEL：06-6606-9910
TEL：０９２-４３１-５１５４
TEL：０１１-２４１-５１２０


